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日 時 集約期間：令和 2年 11月 19 日（木）から 11月 30 日（月）まで 

会議の日：令和 2年 11月 30 日（月） 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、冨士原委員、亀岡委員、吉田委員、西澤委員、東口委

員、高嶋委員、油㘴委員、菊地委員 

 

＜議事概要概要及び結果＞ 

○審議事項：（１）北広島市子どもの貧困対策計画素案について 

（２）教育・保育施設の利用定員の変更について 

 

○意見（Ｄ委員） 

・子どもの居場所づくり推進事業の補助について、会議で意見が出ていたそれぞれの居場所間 

のネットワークの構築のための交流会などの開催等の２次的事業についても補助を検討し 

てほしい。 

・様々な支援事業があるが、せっかく良い内容でも必要な方に届かなければ意味がないので、 

広報、周知を工夫してもらいたいと思う。手続きもできるだけ簡単に、柔軟にできるよう検 

討してほしい。（日・祝の窓口開庁、個人情報の問題がない部分は民間に任せるなど） 

・子どもの権利について、小学校での権利条例の配布はあるが乳幼児の権利について周知され 

ていないように思う。小さくても権利があることを広く伝えていくとよいと思う。 

○意見（Ｆ委員） 

・困難を抱える子どもたちの実態に気づくのは難しいことだと思う。何に困っているのか、ど 

うしてほしいのか声をあげることがなかなかできないのかと思う。食事（内容、仕方）、お 

風呂、家庭で行われる生活習慣は見えないことだと思う。どうしたら支援につなげていける 

のかが大切だと感じる。 

・コロナ禍の中、アンケートを取った頃よりも貧困がどうなっているのか気になる。 

○意見（Ｇ委員） 

・放課後子供教室などは、多くの場合、地域の方のボランティアに支えられているのではと思 

うが、人材を確保するのはなかなか大変なことだろうと思う。学童クラブでもここ数年、支 

援員不足が続いている。安全で安心して過ごすことができる居場所を少しでも多くの子ども 

たちに提供するためにも、人材の確保をお願いしたい。 

○意見（Ｈ委員） 

・子どもの居場所づくりの推進を望む。 

○意見（Ｊ委員） 

・今後は、この北広島市子どもの貧困対策に関わる様々な支援制度を市民のみなさんに、本当 

に必要とされている方に周知してもらえれば良いと思う。 

 

○表決結果 

→原案のとおり承認 

 

別記様式(第 3条関係) 


